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インド老舗たばこ企業のサプライチェーン革
命
100年企業の「ITC」が成し遂げた大変革！

（写真：ロイター/アフロ）

インドではイギリス統治下に始まった企業が多くある。そうした企業のひとつが
ITCだ。ITCは、西ベンガル州コルカタに本社を置くインドのコングロマリット（複
合企業）である。1910年に国営のタバコメーカー、インペリアル・タバコ・カンパ
ニーとして発足。のちに民営化し、2010年に100周年を迎えた。2013年の年商は
80億ドル超で、足元の時価総額は約450億ドルである。インド全土の60以上の拠点
で、2万5000人を超える従業員が働いている。

国内シェア80％を占めるITC

http://toyokeizai.net/
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ITCは祖業のタバコ製造から多角化し、現在はホテル、製紙、包装資材、農産物事
業、食品・菓子類、アパレルなどの事業を展開。タバコは今日でも看板事業で、
ITC1社でインド国内のタバコ販売量の実に80％を占めている。「ゴールドフレー
ク・シガレット」ブランドは、タバコの代名詞のように有名だ。ちなみにインドでは
3億人近い人がタバコを喫煙しており、市場規模は70億ドルを超える。

ただタバコはインドではもはや喫煙を奨励されておらず、反タバコ立法が導入され
てもいる。そんな中でITCはタバコ以外のビジネスに積極的に進出し、成功した。イ
ンドでは、ITCという名前は長い間タバコと同意語であったが、ITCは非タバコブラ
ンドを築いたのだ。たとえば、ITCはインド最大の食品販売会社でもある。ナンのよ
うな主食であるチャパティを作る小麦粉や各種スナック、インスタント食品、菓子類
などを手掛けている。こういった商品を、都市部の高級ショッピングモールから農村
部奥地の小規模店舗まで、約200万の小売店ネットワークに供給している。

この巨大企業の非常にユニークな点は、農水産品の生産者を自社のサプライチェー
ンに直接参加させる取り組みをしていることだ。農村、漁村部の生産者とインターネ
ットを介してつながり、大豆や小麦、コーヒー、エビなどの農産品や水産養殖産品を
直接調達するのである。この仕組みは「e‒Choupal」（ヒンディ語で集まる場所とい
う意味）と名付けられている。

400万人の生産者と直接つながる

e‒Choupalが導入されるまで、インドでは農水産品を生産者から安く仕入れて企業
には高く売るというあこぎな中間業者が多く存在し、サプライチェーンにとって問題
となっていた。こういった強欲な中間業者をサプライチェーンから排除し、さらに供
給遅延などの課題を解決するために、ITCはe‒Choupalに計画的に投資した。具体的
には、専用のプログラムを搭載したコンピュータを全国に提供し、現在はおよそ4万
カ所の村落の生産者400万人以上が利用できるようになっている。

このコンピュータを介して生産者は、自分の生産物の販売をITCと直接交渉するこ
とができる。市場価格の情報や先進的な生産方法などを学べたり、種子や肥料といっ
た物資を注文したりもできる。こういった試みはITCにとっては原料調達価格を低減
するのに役だっただけでなく、生産物の品質を向上するのにも一役買った。原料のト
レーサビリティを向上する上でも効果があった。これはライバル企業と水をあける上
で非常に重要な戦略となった。

コンピュータは訓練を受けたリーダー役の生産者の家に置かれ、電話線やVSAT接
続でインターネットに接続されている。各設置場所は、1カ所あたり半径5キロの範
囲にある周囲の10程度の村から利用できる。リーダーは運営費を負担するが、代わ
りにe‒Choupalを通じて行われた電子取引のサービス料を受け取ることができる。
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e‒Choupalを導入したメリットは生産者にとっても大きい。正しい生産知識を得た
ことで収穫量が増加。同時に品質も向上したため、収入水準が向上する。これまで強
欲な中間業者にかすめ取られていた取引コストが減少したのはもちろんのことだ。こ
のため、零細な農家でも利益を得やすくなった。情報網が発達した都市部から遠く離
れていても、リアルタイムで情報を得ることができるようになった。

ITCは今後2～3年でe‒Choupalを導入する村を10万カ所に拡大し、利用者数を
1500万人に増やす計画である。さらに、医療や教育サービス、水管理、家畜の健康
管理などの分野でもe‒Choupalを活用する実験プロジェクトが進められている。農水
産品の生産者にとって経済効果が高いだけでなく、彼らの生活水準そのものを向上さ
せようとしているe‒Choupal。2008年には、世界銀行によって「貧困層にとってよ
り包括的な市場を実現する革新」として取り上げられ、評価されている。


